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文：佐藤　璃子（学芸員）

ま
ほ
ろ
ん

文
　
丹
治
　
篤あ

つ
よ
し嘉

　
　
　（
学
芸
課
主
幹
）

第
二
回

も
と
も
と
教
員
志
望
だ
っ
た
私
、

進
学
し
た
大
学
の
学
部
は
教
育
学
部

で
し
た
。
社
会
科
の
資
料
集
で
世
界

遺
産
の
写
真
を
眺
め
る
の
が
好
き
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
の
サ
ー
ク

ル
は
考
古
学
研
究
会
に
入
り
ま
し

た
。何

も
わ
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、
サ

ー
ク
ル
で
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加

す
る
う
ち
に
、
考
古
学
に
興
味
が
わ

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
進
学
し

た
大
学
に
は
他
学
部
に
考
古
学
を
専

門
と
す
る
Ｋ
先
生
が
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。「
勉
強
し
た
い
人
は

い
つ
で
も
来
て
い
い
で
す
よ
。」
と

の
Ｋ
先
生
の
お
言
葉
に
甘
え
、
講
義

や
ゼ
ミ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
部
が
違
う
た
め
、
卒
業
に

必
要
な
単
位
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

Ｋ
先
生
の
話
を
聞
く
の
が
と
て
も
楽

し
く
、
学
ぶ
喜
び
を
強
く
感
じ
、
考

古
学
と
い
う
学
問
が
好
き
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
に
進
学
し
、
Ｋ

先
生
の
下
で
勉
強
を
続
け
る
う
ち

に
、
考
古
学
関
係
の
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
教
員
で
は
な
く
、

遺
跡
の
調
査
員
の
採
用
試
験
を
受
け

ま
し
た
。

採
用
後
は
、
県
内
各
地
の
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

際
に
見
つ
か
っ
た
土
器
や
石
器
等

も
、
ま
ほ
ろ
ん
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
ま
ほ
ろ
ん
の
学
芸
員
で
あ
る

私
。
来
館
者
を
ご
案
内
す
る
際
、「
こ

の
出
土
品
、
私
も
調
査
に
携
わ
っ
た

遺
跡
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
す
よ
。」

と
お
話
し
す
る
と
、「
え
～
、
す
ご

い
！
」、「
調
査
し
た
方
の
話
を
聞
け

て
楽
し
か
っ
た
で
す
！
」
と
嬉
し
い

お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
も
。

自
分
が
頑
張
っ
て
勉
強
し
、
働
い

て
き
た
経
験
が
、
来
館
者
の
方
々
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
と
な

る
。
な
ん
と
素
敵
で
や
り
が
い
の
あ

る
仕
事
で
し
ょ
う
か
！

　
　昨年度の「川俣町前田遺跡調査成果展」に引き続
き、今年度も話題の前田遺跡に関する速報展を行い
ます。
　前田遺跡は、福島県北部の伊達郡川俣町に所在し
ており、国道１１４号の改良工事に伴い、発掘調査
が行われました。縄文時代の集落遺跡で、縄文土器
や石器の他にも色鮮やかな漆

し っ き

器を含む木製品や縄文
人骨、木

もくちゅう

柱など通常では残ることの少ない遺物が多
数見つかっており、全国的にも注目されています。
今回の企画展では、豊富な資料の中でも、植物を利
用した資料を中心に取り上げています。タイトルの

「この木、なんの木？」のとおり、木製品の樹
じゅ

種
しゅ

や
年代を分析する方法やその結果をいっしょに紹介し
ます。展示する資料の性質上、一部展示品を前期・
後期で入れ替えます。　

　また、企画展関連講演会を１０月２７日（日）と
１１月３０日（土）に行いますので、ぜひそちらも
ご参加ください。

①前期（１０月２６日～１１月２４日）

②後期（１１月２６日～１２月１５日）

③前期・後期通して展示している資料

この部分

　  ☟

・漆の容器（写真３）
　土器の内面に漆が付着しているこ
とから漆を入れた容器であることが
わかります。漆を多く使用した前田
遺跡では、このような土器が見つか
っています。

・火きり臼（写真２）
　縄文時代の火おこしの道具
です。棒を差し込むへこみの
部分が焦げていることから、
使用した後であると考えられます。

・編
あ

み組
ぐみ

素材束（写真４）
　前田遺跡では編み組製品の他に、製品をつくるため
の素材束が見つかっているのが特徴です。見つかった
素材束は太さや長さごとに分けられていました。

・漆
うるし

塗り櫛
くし

、腕輪（写真１）
　漆が塗られた櫛と腕輪です。よく観察すると細かい
繊
せ ん い

維を組み合わせてつくられており、その上に漆が塗
られています。前田縄文人の細かい技術を感じること
ができます。

（写真１ 左 : 漆塗り櫛 右 : 腕輪）

（写真２）

（写真３）

（写真４）



　講師に白河市文化財課の鈴木功
いさお

さんをお迎えしました。
参加者のみなさんは下

し も う さ づ か こ ふ ん

総塚古墳や豪
ごうぞく

族の住まい跡とされ
る舟

ふ な だ な か み ち

田中道遺跡から、奈良・平安時代の郡役所跡である
関
せ き わ く か ん が

和久官衙遺跡がつくられるまでの白河地方の豪族の足取り
について学びました。

　和歌に詠まれた福島県の地名と場所
や、その背景について学んだあとに、平
安時代の宮

きゅうてい

廷でうまれたとされる和紙工
芸『継

つ

ぎ紙
がみ

』づくりに挑戦しました。参
加者の方々は、家族で和紙の配

はいしょく

色を相談
したり、和歌を書き留

と

めたり、楽しく体
験していました。

こども考古学教室１『古代のしらかわ』

こども考古学教室２『県内地名の詠
よ

まれた和歌』

７月２１日 ( 日 )

８月４日 ( 日 )

舟
田
中
道
遺
跡
の
こ
と
は
今

回
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
！
今
度
、

遺
跡
に
い
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
た
。下

総
塚

古
墳
に
葬
ら
れ
た
人
物

に
つ
い
て
の
お
話
が
お
も
し

ろ
か
っ
た
。
色
々
な
想
像
を
巡

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
所
の
機

能
に
つ
い
て
知
れ
た
。
ま
た
、

白
河
の
関
に
つ
い
て
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う

の
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

小
学
４
年
生

小
学
６
年
生

小
学
５
年
生

考古学教室１の様子②

考古学教室２の様子

考古学教室１の様子①

　この他にも、 たのしい体験盛りだくさん！
また、特別ゲストでアクアマリンふくしまの移動水族館や那須高原ビジターセンター、 国立那須甲子青少年自然の家もやってくる！
※体験には日時や数量が限られているものがあります。詳しくは感謝デー専用チラシや当館ホームページでご確認ください。

弓矢体験 火おこし選手権 編み組コースタ—
漆塗りしおりづくり



9:30 ～ 17:00（入館は 16:30 まで）

月曜日（11/3、1/13、2/10、2/24 を除く）、

年末年始（12/28 ～ 1/4）、祝休日の翌日

無料（体験学習によっては、材料費が必要

となる場合があります。）

〒 961-0835　福島県白河市白坂一里段 86
☎　0248-21-0700
Fax 0248-21-1075
ホームページ　

ホームページ

地　　　図 
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今後の行事予定

暑い夏が過ぎ、まほろんの木々もすっかり

秋の装いです。10 月末から開催する企画

展「この木、なんの木？前田遺跡！」では

縄文時代の植物利用に焦点をあてていま

す。企画展をご覧に

なった後には、野外

展示を散策して縄文

時代の人びとも利用

していたであろう植

物を探してみてはい

かがでしょうか。

編 集 後 記

※行事について詳しくは当館ホームページをご覧いただくかお問合せください。

１０月２６日(土) ～１２月１５日(日)　企画展「この木、なんの木？前田遺跡！」

１１月   ２   日(土) ～１１月    ４    日(月)　「まほろん感謝デー」

                                                　　♪移動水族館♪２日 ( 土 )・３日 ( 日 )

１１月1７日(日)　「大堀相馬焼に挑戦②」

１１月３０日(土)　企画展「この木、なんの木？前田遺跡！」関連講演会２

１２月   ８   日(日)　第４回館長講演会

   １  月１８日(土) ～１月２５日 ( 土 )　実技講座「縄文土器づくり」

   １  月２５日(土) ～３月１６日 ( 日 )　企画展「復興祈念展」( 前期 )

   １  月２６日(日)　企画展「復興祈念展」関連講演会１　

　いきなりですが、クイズです。ベネチアのカー

ニバル、ツタンカーメン、能、ナマハゲ、カオナ

シ。これらに共通するものは何でしょう？答えは

そう、「仮面」です。挙げた例からも分かるように、

古
ここんとうざい

今東西、仮面は様々な使われ方をしています。

　日本で見つかっている一番古い仮面は、なんと

縄文時代のものです。素材が粘土であるため、「土

面」と呼ばれています。まほろんの常設展示室に

も縄文時代の土面が展示してあります（写真１）。

この土面は、浪江町の田子平遺跡から出土しまし

た。この遺跡の主な時期が縄文時代の後・晩期（約

４２００～２５００年前）なので、同じ時期につ

くられたと考えられます。

　長さは７．３ｃｍと、これが仮面なの？と疑う

位小さいです。裏側（写真２）が弓なりにくぼん

でおり、土偶の首や土器のとっ手のように接合し

ていたようすがみられないことから、もとより仮

面として作られたと言えそうです。風
ふうぼう

貌は、なん

とも愛らしいおじ

いちゃんのようで

す。また、固定用

の紐
ひも

を通す穴があ

りません。横から見ると、耳のあたりに元々小さ

な粘土が付いていたと思われる灰色の痕が見えま

すが（写真３）、ここに紐を通すための突起がつ

いていたのでしょうか。鼻の下の表面が荒れてい

るように見えるのは、固定用の紐を直接掛
か

けた痕
あと

でしょうか。

　さてこの土面はどのように使われたのでしょう

か。仮面の使い方は多種多様です。顔の正面につ

ける「被
かぶ

り仮面」以外にも、額
ひたい

などの体の一部に

装着する、人体に装着せずに船や家などを飾る、

などの使い方もあります。面白い例として、パプ

アニューギニアのアベラム族は、ヤムイモにその

精霊を表した仮面を装着して飾り立てます。縄文

時代の例では、北海道のママチ遺跡から出土した

土面は、墓の上から見つかったことから、杭など

に括り付けて墓
ぼひょう

標にしたと考えられています。残

念ながら、田子平遺跡の土面は墓などの痕跡が無

い場所から見つかったため、使い方を絞
しぼ

ることが

難しいのです。逆に考えると色々と想像できると

ころが楽しいともいえます。

　みなさんも展示中の実物を前にあれこれ使い方

を考えてみませんか？

縄文時代の仮面
田
たごだいら

子平遺跡（浪江町）出土　土面

まほろん 常設展示室資料紹介

文：学芸員 進藤 丈
と も つ ぐ

嗣

写真２

写真３

写真１


